
最低制限価格の制度改正 イメージ図 

〇 ランダム係数αが１．０００で最低制限価格が５，０００万円の場合 

【現行 パターン】 

※ 最低制限価格＝（直接工事費×〇〇％＋共通仮設費×〇〇％＋現場管理費×〇〇％＋一般管理費×〇〇％）×α  

 

 

 

 

 

 

 

 

〇入札結果  不調 （Ａ～Ｃは最低制限価格以下により全員失格） 

 

 

【改正 パターン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇入札結果  Ｂが落札  （Ｃは最低制限価格以下により失格） 

最低制限価格 
５，０００万円 

（α １．０００ ※） 

５，０２５万円 
（α １．００５） 

４，９７５万円 
（α ０．９９５） 

Ａ ４，９９０万円 

Ｂ ４，９８０万円 

Ｃ ４，９５０万円 〈失格〉 

〈失格〉 

〈失格〉 

最低制限価格 
５，０００万円 
（α １．０００） 

５，０２５万円 
（α １．００５） 

４，９７５万円 
（α ０．９９５） 

Ａ ４，９９０万円 

Ｂ ４，９８０万円 

Ｃ ４，９５０万円 〈失格〉 

〈落札〉 

【特例の適用】 

最低制限価格の設定幅 

（α ０．９９５～１．００５） 

入札価格が５，０００万円以上の者がいないため、

特例の適用（α ０．９９５へ変更） 


